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② 立場を明確にした上で発言すること【Ｂ１三】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三 あなたは、【討論会の様子】の中の イ のところで、大野さん➋の発言に対して、手書きの立
場から「質問」か「意見」かのどちらかを述べます。解答用紙の  の中に「質問」か「意見」か
のどちらかを選んで書き、その内容を次の条件に合わせて書きましょう。 
〈条件〉 
 〇 大野さん➋の発言の中の言葉を、「 」を使って引用して書くこと。なお、「 」の中に引用

する言葉は２５字以内とする。 
 〇 書き出しの文に続けて、８０字以上、１００字以内にまとめて書くこと。なお、書き出しの

文は字数にふくむ。 
 
【正答例①】（大野さんの発言に対して）質問（があります。）「去年の卒業文集には読みにくいとこ

ろがありました」と言いましたが、どの部分が読みにくかったのですか。また、文字以
外に読みにくいところはありましたか。（９４字） 

【正答例②】（大野さんの発言に対して）意見（があります。）パソコンであれば、「文字の形や大き
さがそろう」と言いましたが、手書きでも原こう用紙のますに合わせてていねいに書け
ば、読みやすい文集になると思います。（９４字） 

正答率（％）兵庫県：２６．３、全国：２８．３  無解答率（％）兵庫県：４．７、全国：５．０ 
 
〈過去の調査における類問〉 
Ｈ２４Ｂ２二 正答率（％）兵庫県：２６．２、全国：２５．７ 

〈誤答の状況〉 

・手書きの立場に立って質問、意見のどちらかを選択した上で、「２５字以内で引用」「書き出しの文

に続けて、８０字以上、１００字以内で書く」ことができていない・・・59.2％ 

 
〈主な原因〉 

①  話し合いの検討・分析の結果を、解答の条件に合う形で（引用して）書く力が不足していると考

えられる。 
② 話し合いの内容について、共通点・相違点を整理し具体的な意見や質問を述べる活動が授業の中

で日常的に行われていないと考えられる。 
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〈今後の指導に向けて〉 

物事を話し合って決める活動や、考えを深め合う討論などの話し合い活動に親しませる指導を、継

続的に取り入れる。話し合いで出た意見について質問や意見を考えさせる、その際に相手の発言を適

切に引用する、話し合いの中での良い発言に注目させる、といった取組を年に数回、あるいは学期に

数回など継続的に行い、日常生活の中で生かせるようにすることが大切である。 

 

【例１ パネル討論をしよう（東京書籍５年上） 】 

・話し合いで出た意見のうち一つを選び、それに対する質問や意見を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例２ 日常的な取組として（国語）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
質
問
の
例
〉 

Ａ
さ
ん
に
質
問
し
ま
す
。
日
本

に
は
、「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
」
な
ど
、

い
い
話
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、「
か
さ
こ
じ
ぞ

う
」
の
他
に
は
ど
ん
な
も
の
が

よ
い
と
思
い
ま
す
か
。 

 

〈
意
見
の
例
〉 

Ｂ
さ
ん
に
意
見
を
述
べ
ま
す
。

和
食
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
和

食
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
素
晴

ら
し
い
の
か
を
伝
え
る
と
、
よ

り
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と

思
い
ま
す
。 

司 
 

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
の
母
国

の
小
学
生
に
紹
介
し
た
い

日
本
の
文
化
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。
意
見
を
出

し
て
下
さ
い
。 

Ａ 
 

私
は
、
日
本
の
物
語
が

い
い
と
考
え
ま
す
。「
か
さ

こ
じ
ぞ
う
」
な
ど
、
い
い

お
話
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
で
す
。 

Ｂ 
 

ぼ
く
は
、
料
理
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
和
食
は
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

認
め
ら
れ
る
ほ
ど
す
ば
ら

し
い
か
ら
で
す
。 

■「話し合いで出た意見から一つ

選び、質問や意見を考えよう」 
 
・パネル討論の発言から、質問や

意見を述べる。 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

質
問
と
意
見
の
区
別
が
で

き
て
い
る
、
発
言
の
引
用

を
し
て
い
る
、
取
り
上
げ

た
発
言
に
合
致
す
る
内
容

を
述
べ
て
い
る
、
に
つ
い

て
評
価
し
て
い
く
。 

［低学年］ 話題に沿って話し合い（聞き合

い）、質問や感想を述べる活動 

「ぼくのたからものは、ふでばこです。知り

たいことを聞いて下さい。」 
質問 どんなところが気に入っているので 

すか。 
感想 とても時間をかけて選んだというこ 

とがよくわかりました。  等 

カルタがいいと思います。 
①カルタが好きだからです。 
②カルタは、天気が悪くてもクラスみんなで

安全に楽しめるからです。 
■ 理由をつけて意見を発表しよう。 
■ ①と②はどちらがよい意見だろうか。 

（話題の例）「みんなのたからものを聞き合

おう」 

（話題の例）「雨の日に教室で出来る安全な遊

びを考えよう」 

［中学年］理由をつけて発表したり、考えの

根拠に着目させたりする活動 

ポイント 

・ 話し合い活動の際には、話題に沿った質問や感想、意見であるかを司会者が確認

しながら進行するように指導する。 

・ 意見を述べたり書いたりする際には、冒頭で自分の立場や結論をまず述べるよう

な発言の仕方、説明文（意見文）の書き方になるよう繰り返し指導する。 

・ 「相手の意見を必ず引用して意見を言う、質問する」ことをルールにした話し合

い活動に取り組ませる。 


